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組織が備えるべき研究データ管理とは

国立情報学研究所
山地一禎

J-PEAKS勉強会
大学運営に直結する研究データ管理

2026年2月17日（火）15：30～17：00



研究を進める上での新しい課題

原理主義者が唱えているだけの活動でしょ

とりあえず聞かなかったことにしとく？

オープンアクセス オープンサイエンス

研究データ管理

Open Access (OA) Open Science (OS)

Research Data Management (RDM）
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•Horizon Europe
https://ec.europa.eu/info/funding-tenders/opportunities/docs/2021-2027/horizon/agr-contr/unit-mga_he_v1.1_en.pdf

• Reduce, Recovery, Termination

•Wellcome
https://cms.wellcome.org/sites/default/files/2022-05/grant-conditions-UK-and-overseas.pdf

• Terminate funding, Repayment of funds, Bar from applying

•UKRI
https://www.ukri.org/wp-content/uploads/2022/07/UKRI-250425-OpenAccessBlockGrantTermsConditions2025To2026.pdf

• Fully recovered, Terminate

•NIH
https://grants.nih.gov/policy-and-compliance/policy-topics/public-access
https://grants.nih.gov/grants/policy/nihgps/HTML5/section_8/8.5.2_remedies_for_noncompliance_or_enforcement_actions-
_suspension__termination__and_withholding_of_support.htm?utm_source=chatgpt.com

• Withholding, Suspension, Termination

海外でOAポリシーに違反したら？

実際に、大学全体への支払いを保留にされた例が…。
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担当者としての危機感

小清水 久嗣
藤田医科大学 研究推進本部
URA室 室長・教授

本学でも、海外の助成機関から研究
費を受けています。 URAとして、助
成機関のOA＆OSポリシーへの順守
状況を把握していく必要があります。

そのためにも、大学としてのガバナ
ンスの強化が必須です。

詳しくは、「NII Today, No.106 「特集」大学をUP！」
https://www.nii.ac.jp/today/106/
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科学技術政策におけるNIIサービスの位置づけ

https://www8.cao.go.jp/cstp/researchdata2024.pdf 5



攻めの
データガバナンス
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日本の研究力強化のための様々な制度

地域中核・特色ある
研究大学強化促進事業

国際卓越研究大学制度

世界トップレベル
研究拠点プログラム

指定国立大学法人制度 最先端大型研究施設

先端研究基盤
共用促進事業

日本の研究力の強化
のための施策

これらの全ての制度が相乗効果を生むような
ソリューションを提供できないか？

共同利用・共同研究
システム形成事業
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基礎科学力の強化に向けた今後の方向性

文部科学省 科学技術・学術審議会大学研究力強化委員会（第17回）資料5
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu32/siryo/000017833_00019.html

経営

基盤

人材
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J-PEAKSの現状と目標達成に向けて

国内外の先行好事例から戦略立案

全学戦略として考慮すべき要素
1. 強みとなる研究領域の定義
2. 外部資金・リソースの獲得
3. 研究プロジェクトの実行
4. 研究力向上/成果の評価・発信
5. 知の価値化
6. 研究拠点・エコシステムの形成
7. 循環サイクルを支える組織・人材体制

• 今やデータ主体となる研究力強化に際し
• 産業界や連携大学との事業の遂行に際し 情報基盤の整備は十分か？
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コアファシリティの現状+課題+今後への期待

先端研究基盤共用促進事業の戦略的な推進に向けての現状
• 共用機器および利用の現状把握
• 国内関連研究基盤事業の紹介

研究データの即時利用性や再利用性に関する検討はこれから

取得データをデータ駆動型研究に直結できていない

x

• 海外とのベンチマーキング
• 今後の共用機器の整備方針

NIIの事業を通して聞く課題

先端研究基盤共用促進事業

例：https://www.opf.osaka-u.ac.jp/instruments

NIIの共通基盤で一緒に問題を解決したい！

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu28/siryo/mext_00020.html



学術研究プラットフォームの将来像

学内ネットワーク

民間企業

管理・共有
自動収集

国内学術計算リソース
フェデレーション

NII以外の
研究機関や
分野のPF
とも連携

研究機関

実験観測施設

実験観測
装置

自動解析 自動
メタデータ

AI 
エージェント

モデル提供

AI for Scienceの様々な取り組み

学術知識
グラフ

次期SINET

実験観測
装置

知識基盤

AI 
エージェント

AI 
エージェント

VPN-GW

大容量800G 超広域(非地上系)
高セキュア・高信頼

L2VPN

AIモデル + ソフトウェア + 計算資源
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https://www.mext.go.jp/content/20251222-mxt_keikaku-000046514_7.pdf 12
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